
 

船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 被引浮体搭乗者負傷 

発生日時 令和７年８月１５日 １３時１５分頃 

発生場所 沖縄県宜野湾
ぎ の わ ん

市宜野湾港 

 宜野湾港北防波堤灯台から真方位１８７°４００ｍ付近 

 （概位 北緯２６°１６.５′ 東経１２７°４３.５′） 

事故の概要  水上オートバイBOSS
ボ ス

 MARINE
マ リ ン

が浮体をえい
．．

航して旋回中、浮体が付

近に停止していた水上オートバイに接触し、浮体の搭乗者４人が負傷

した。 

事故調査の経過 令和７年８月２９日、主管調査官（那覇事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

水上オートバイ BOSS MARINE、０.２トン 

 ２９６－２８０５８沖縄、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、特殊小型 

 負傷者 軽傷（搭乗者３人） 

不詳（搭乗者１人） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東北東、風力 ４、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 (1) 本事故発生に至る状況 

   本船は、船長が１人で乗り組み、搭乗者４人が横並びで座った

マーブルと称するトーイングチューブ（以下「本件浮体」とい

う。）を長さ約１３ｍのロープでえい
．．

航し、宜野湾港を遊走してい

た。 

   本船が遊走していた周辺海域では、５～６隻の水上オートバイ

がトーイングチューブをえい
．．

航するなどして遊走していた。 

   船長は、体感で約１５～２０km/h の速力（対地速力、以下同

じ。）として、本船を南進させた。 

   船長は、後方の本件浮体の様子を見ながら、進行方向をよく確

認せずに本船を右に旋回させ、前方に視線を戻したところ、それ

まで付近を航行していた他の水上オートバイ（以下「僚船」とい

う。）が前方で停止していることに気付き、スロットルレバーを緩

めた。 

   本船は、右に旋回して僚船を回避したものの、左方に振れた本

件浮体の左側が僚船の船首部に接触した。 

   搭乗者４人は、接触の衝撃で搭乗者同士がぶつかるなどした。 

   搭乗者４人は、突然強い衝撃を受け、自身の体が何にぶつかっ



 

たのか分からなかったものの、それぞれ頭、首、胸、腰、足など

に痛みを感じた。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

(2) 本事故発生後の状況 

   船長は、搭乗者４人の無事を確認し、遊走を続けていたとこ

ろ、搭乗者の１人（以下「搭乗者Ａ」という。）から頭を打って頭

痛がひどいので降ろしてほしいと言われ、搭乗者Ａほか搭乗者１

人を降ろした後、他の搭乗者２人を別の浮体に乗せて遊走を再開

した。 

   船長は、その後、搭乗者Ａから救急車を呼んでほしいと言わ

れ、１１９番通報を行った。 

   搭乗者Ａは、救急車で病院に搬送され、打撲等と診断された。

また、他の搭乗者３人も同じ病院で診察を受け、それぞれ打撲等

（胸部痛、腰背部痛等）と診断された。 

   搭乗者の１人（以下「搭乗者Ｂ」という。）は、本事故の翌日に

胸の痛みがひどくなり、本事故の３日後、別の病院を受診したと

ころ、左肋
ろっ

骨骨折と診断された。 

(3) 救命胴衣等の着用状況 

   船長及び本件浮体の搭乗者は、全員が救命胴衣を着用してい

た。 

   本件浮体の搭乗者４人は、頭部を保護するヘルメット等を装着

していなかった。 
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(4) 船長の経験に関する情報 

   船長は、宜野湾港のマリンショップでスタッフとして勤務し、

令和６年３月に特殊小型船舶操縦士免許を取得後、水上オートバ

イでトーイングチューブをえい
．．

航するなどの業務を行っていた。 

(5) 水上オートバイ等に関する安全情報 

   海上保安庁では、ウェブサイト「海上保安庁ウォーターセーフ

ティガイド*1」において、「トーイング遊具を安全に楽しく遊ぶた

めに」と題して、注意事項や事故事例等を掲載している。 

   運輸安全委員会では、平成３１年３月に「運輸安全委員会ダイ

ジェスト第３２号（楽しいレジャーに潜む事故！）*2」を発行し、

事故防止措置や事故事例等を掲載している。 

分析 (1) 船長は、本船を右に旋回させる際、後方の本件浮体を見ながら

右旋回を始めたことから、前方で停止していた僚船に気付くのが

遅れ、本船は右に旋回して僚船を回避したものの、本件浮体が慣

性力によって、搭乗者の重心が外側に移動して左方に振れ、僚船

に接触したものと考えられる。 

(2) 本件浮体が僚船に接触した際、本件浮体の搭乗者同士がぶつか

るなどして負傷したものと考えられる。 

(3) 船長が、本件浮体の搭乗者に頭部を保護するヘルメット等を装

着させていなかったことが、搭乗者の負傷の程度に関与した可能

性があると考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船が本件浮体をえい
．．

航中、船長が、本船を右

に旋回させる際、進行方向の見張りを適切に行っていなかったこ

とから、本件浮体が僚船に接触し、本件浮体の搭乗者同士がぶつ

かるなどして負傷したものと考えられる。 

(5) 搭乗者Ｂの負傷の状況については、本事故後に受診した二つの

病院の診断内容が異なること、また、それ以外に客観的な情報が

ないことから、負傷の程度を明らかにすることができなかった。 

原因  本事故は、本船が本件浮体をえい
．．

航中、船長が、本船を右に旋回さ

せる際、後方の本件浮体を見ながら右旋回を始め、進行方向の見張り

を適切に行っていなかったため、前方で停止していた僚船に気付くの

が遅れ、本件浮体が僚船に接触し、本件浮体の搭乗者同士がぶつかる

などしたことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・浮体をえい
．．

航する水上オートバイの船長は、進行方向の見張りを

適切に行い、他船や障害物から十分に距離を離して航行するこ

と。 

 
*1 https://www6.kaiho.mlit.go.jp/watersafety/pwc/10_towing/ 
*2 https://jtsb.mlit.go.jp/bunseki-kankoubutu/jtsbdigests/jtsbdigests_No32.html 



 

 ・浮体をえい
．．

航する水上オートバイの船長は、浮体の搭乗者にヘル

メットやプロテクターなどの保護具を装着させること。 

 


